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電気の調達に関する特別措置法』（平成 23 年 8 月
30 日法律第 108 号）を退陣条件のひとつにして、















受電量の推移を 2003 年以降 10 年間、年度別に示
したものである。これによると、2013年度の太陽
光発電の発受電量は 2011 年度比 4.35 倍にあたる
93億 920万 kWhで、地熱（約 0.96倍）、バイオマ











特集記事 | Feature Article 
図 1. 主な再生可能エネルギーの発受電量推移 
（日本エネルギー経済研究所 2014等により作成） 
Suzuki, K. 2015. Prefatory Note 






















































写真 1. 造成地に隣接する住民の立て看板（左） 道路沿いに設置された太陽光パネルの例（右）  
（いずれも 2015年 7月 筆者撮影）       
Suzuki, K. 2015. Prefatory Note 
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